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基礎生物学研究所が発足してから20年が経過しようとしており．この間，出発当初 (1957.~58.59

年）の 8 研究部門から，現在の17部1'’lへと苫しい発展を遂げたことは，御同脱の至りである。また．

研究成果も且此ましいものがあり．文部省r"il ヽ．I:研究所としての存在感を示されていることに深い敬意

を表するものである。

開所した当時から．私達の様に． l 1`立大学に在藉し，狭く，かつ貧弱な施設と少ない研究費に悩ま

された者にとって．桂礎生物学研究所は羨塑の的であった。評議貝会メンパーとして，本研究所を訪

れる横会が多くなった最近でも，ik然として同じ様な感慨を抱くのも，大学側の変らなさによるのか

も知れない。

大学と同立研究所との大きな相述点は構成メンパーにあると思う。大学では好むと好まざるとによ

らず．絶えず新しい学生を受け入れ．彼等を教脊して卒粟生として社会に送り出している。教育は大

学にとって最も煎要な義務の一つであり．彼等が大きな戦力であると同時に．大学における研究の遂

行においてはある種の負担となっていることも否定できない。一方．国立研究所においては，完成

した研究者が主な構成メンパーで，大学院生を含めた学生の参｝JlIは限られている。

私は国立大学と，理化学研究所という科学技術1ナの傘ドの特殊法人の総合研究所の両方に在籍し．

両方の異なった研究組織の中で生きてきた関係から，この両者の特徴について考えさせれらることが

多かった。

大学の研究にとって．将米の研究者の卵をffてているということは，計り知れないメリットである

と常々考えている。国立liJf究所にとって強く沼まれることは，如何にして若い研究者を自らの手で育

てるシステムを手に入れるかということであろう。既成の研究者中心の研究組織は，ある一定期間，

高い活性を維持するのに適しているが．艮期にわたって， しかも常に新しい研究を展開するというピ

ジョンに欠ける恨みがある。どうしても．新しいlfll を研究糾織の中に祁入することが必要である。し

かも，この様な新しい人材は大学で脊てられつつある人に求める以外ないのである。一方，大学にお

いても活発に研究を展開しようとするので，当然大学との競合1関係が作り出される。ここに，教育制

度を持たない1』立研究所の悩みが存在すると思われる。

宰い．本研究所では，総合研究大学院大学の院生や．他の大学との大学院教育の協力のもとに特別

研究学生を受け入れており，その人数も合計で40名を越えている。しかし． li)f究部門数から見ると，

必ずしも 1·分の数とはいえないのが実1fiであろう。この数を少しでも培やすことによって，将来に向
けての展望を拡げるような研究糾織を構築することが必＇災と考える。忠まれた研究施設を有効に利用

し，若い． 1:11iifの研究者をffてることによって，i古性のMiい， しかも息の長い研究の展1彫1が期待される。

最近， H本の研究組織ヘポスト・ドクトラル・フェローの導入が活発に行われる様になり．政府も

この方Ih]で相当額の—f3かを投人している。本研究所においても，彼等の数は確実に増｝JII しており，こ
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の方法は国立研究所への若い{i)f究者の荘入の新しい途を開くものと期待される。

しかし，この様な大学院生やポスト・ドクトラル・フェローの祁入に伴い．新しい将来，国立研究

所の研究組織の大きな変革が必要となろう。例えば，研究者の採用年齢の引き lこげや任期制の導入，

さらにはtenure track position の設定なと', IIj能な方法の検討を昴急に開始することの必要性を痛

感するこの頃である。

- 29 -




